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①  

23
年
ぶ
り 

雪
な
し 

高
田
市
の
小
正
月 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
１
月
16
日
〕 

高
田
市
で
は
十
五
、
六
日
に
全
く
雪
の
な
い
小
正
月
を
迎
え
た
が
、
こ
れ
は
二
十
三
年
振
り
の
こ
と
だ
っ

た
。
高
田
市
除
雪
対
策
本
部
の
調
べ
で
は
一
月
中
旬
の
積
雪
の
最
高
は
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
昭
和
二
十
年
、

一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
十
八
年
、
続
い
て
一─

一
・
五
メ
ー
ト
ル
が
大
正
十
一
年
、
昭
和
三
、
九
、
十
一
、
十

二
、
十
三
、
十
四
、
十
五
、
十
九
、
二
十
三
、
三
十
二
年
の
十
三
ヵ
年
、
一
メ
ー
ト
ル
が
大
正
十
二
年
、
昭

和
五
、
八
、
二
十
六
、
二
十
九
年
の
五
ヵ
年
で
、
全
く
雪
の
な
か
っ
た
の
は
昭
和
七
年
と
十
年
の
二
ヵ
年
だ

け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
外
は
一
〇
セ
ン
チ
か
ら
六
〇
セ
ン
チ
程
度
だ
っ
た
が
、
昭
和
七
年
と
十
年
に
は
二

月
中
旬
か
ら
三
月
中
旬
ま
で
一
〇─
三
〇
セ
ン
チ
の
雪
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
一
月
上

旬
に
七
〇─

八
〇
セ
ン
チ
積
も
っ
た
も
の
が
下
旬
ま
で
に
消
え
、
そ
の
後
は
積
も
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
二

月
に
入
っ
て
か
ら
大
雪
に
な
っ
た
昭
和
二
年
の
例
も
あ
る
の
で
、
市
民
は
雪
な
し
小
正
月
を
喜
ぶ
よ
り
心

配
な
表
情
だ
。 

 

②  

素
晴
ら
し
い
雪
景
色 

清
水
市
の
交
歓
中
学
生
喜
ぶ 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
１
月
30
日
〕 

直
江
津
市
と
静
岡
県
清
水
市
を
結
ぶ
国
道
十
八
号
線
の
着
工
を
記
念
し
て
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら
行
わ
れ

た
高
田
、
清
水
両
市
の
中
学
生
交
歓
会
は
夏
は
雪
国
の
高
田
の
中
学
生
が
清
水
市
を
訪
れ
、
冬
は
雪
を
見
た

こ
と
の
な
い
清
水
市
の
中
学
生
が
高
田
を
訪
れ
て
い
た
が
、
今
年
は
第
九
回
を
迎
え
、
二
十
四
日
に
清
水
市

の
一
、
二
、
三
中
と
三
保
中
の
生
徒
七
十
人
が
新
雪
三
十
セ
ン
チ
の
高
田
市
を
訪
れ
た
。
一
行
は
午
前
七
時

高
田
駅
で
盛
大
な
出
迎
え
を
受
け
た
後
、
市
中
行
進
し
て
大
町
中
学
校
、
高
田
市
教
育
委
員
会
主
催
の
歓
迎

式
に
臨
み
、
午
後
は
大
町
、
城
南
、
附
属
、
新
道
、
津
有
な
ど
の
各
受
け
入
れ
中
学
校
の
交
歓
会
に
出
席
し

て
、
二
十
七
日
ま
で
三
日
間
生
徒
の
家
庭
で
雪
国
の
生
活
を
過
ご
し
た
。
始
め
て
雪
を
見
た
と
い
う
清
水
二

中
の
□
□
□
□
君
は
「
雪
景
色
の
壮
大
さ
は
全
く
素
晴
ら
し
い
、
表
日
本
と
裏
日
本
で
は
こ
ん
な
に
気
候
が

違
う
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
雪
の
中
で
生
活
す
る
人
達
の
こ
と
は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。
三
日
間
良

く
雪
国
の
生
活
を
観
察
し
て
い
き
た
い
。
」
と
語
っ
て
い
た
。
一
行
は
二
十
五
日
は
妙
高
温
泉
で
ス
キ
ー
を

楽
し
み
、
二
十
六
日
は
金
谷
山
ス
キ
ー
場
で
ジ
ャ
ン
プ
大
会
を
見
学
し
て
、
二
十
七
日
午
前
九
時
発
の
列
車

で
清
水
市
に
向
か
っ
た
。 

 

③  

一
人
平
均
七
・
四
回 

昨
年
の
映
画
入
場
回
数 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
１
月
30
日
〕 

高
田
税
務
署
管
内
三
市
一
郡
の
常
設
映
画
館
十
六
館
の
昨
年
の
入
場
者
数
は
百
九
十
一
万
五
千
二
百
八
十

二
人
で
、
一
人
平
均
七
・
四
回
入
場
し
た
こ
と
に
な
り
、
前
年
よ
り
十
八
万
一
千
六
百
九
十
四
人
が
多
く
映
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画
を
見
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
入
場
料
は
一
億
三
千
七
百
六
十
八
万
九
千
四
百
円
で
、
う
ち
二

千
百
四
十
四
万
一
千
円
が
税
金
だ
っ
た
。
月
別
入
場
者
の
最
高
は
一
月
の
二
十
万
二
千
六
百
三
十
九
人
で
、

つ
い
で
八
月
の
十
九
万
九
千
五
百
人
、
最
低
は
二
月
の
十
二
万
六
千
七
百
人
と
な
っ
て
い
る
。 

 

④  

市
民
ス
キ
ー
は
中
止 

雪
不
足
の
ス
キ
ー
祭 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
２
月
13
日
〕 

日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
地
の
高
田
市
で
は
〝
ス
キ
ー
ま
つ
り
〟
を
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
盛
大
に
行
う
こ

と
に
な
り
今
年
か
ら
ポ
ス
タ
ー
四
百
枚
を
印
刷
し
て
上
越
各
地
へ
配
付
し
た
が
、
肝
心
な
雪
が
な
い
た
め

十
六
日
行
わ
れ
る
予
定
の
市
民
ス
キ
ー
大
会
は
中
止
と
な
っ
た
。
十
五
日
の
前
夜
祭
は
午
後
五
時
半
金
谷

山
レ
ル
ヒ
記
念
塔
前
か
ら
約
五
百
人
の
青
年
団
や
市
民
が
タ
イ
マ
ツ
を
持
っ
て
下
り
、
南
本
町
小
学
校
で

婦
人
、
子
供
隊
と
合
流
市
中
行
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
十
七
日
は
夜
七
時
か
ら
城
南
中
学
校
で

〝
ス
キ
ー
映
画
と
講
演
の
夕
べ
〟
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

⑤  

タ
イ
マ
ツ
行
進
〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
２
月
20
日
〕 

日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
地
の
伝
統
と
誇
り
を
示
す
た
め
計
画
さ
れ
た
ス
キ
ー
祭
り
も
生
憎
の
暖
冬
異
常
で
さ

っ
ぱ
り
気
勢
が
上
ら
な
か
っ
た
。
前
夜
祭
の
タ
イ
マ
ツ
行
進
だ
け
は
約
七
百
人
の
市
民
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
主
催
に
明
年
か
ら
の
行
事
に
自
信
を
持
た
せ
た
の
は
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。
原
始
時
代
か
ら
火
に
あ
こ

が
れ
を
持
つ
人
間
の
習
性
を
利
用
し
、
ス
キ
ー
発
祥
の
昔
を
偲
ば
せ
た
の
は
近
来
に
な
い
企
画
だ
と
好
評
。 

 

⑥  

素
晴
ら
し
い
性
能 

ピ
ー
タ
ー
除
雪
車
動
く 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
２
月
20
日
〕 

高
田
市
が
昨
年
予
算
四
百
二
十
万
円
で
頸
城
鉄
道
自
動
車
Ｋ
Ｋ
に
作
製
を
依
頼
し
て
完
成
し
た
ピ
ー
タ
ー

除
雪
自
動
車
は
雪
が
少
く
、
性
能
試
験
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
十
五
日
午
後
一
時
半
か
ら
新
雪

に
恵
ま
れ
高
田
公
園
忠
霊
廟
前
広
場
で
除
雪
試
験
を
行
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
前
の
二
つ
の
筒
か
ら
雪
の
滝
の

白
糸
の
水
芸
の
様
に
左
右
自
由
に
放
出
さ
れ
素
晴
ら
し
い
威
力
に
参
観
の
関
係
者
は
少
雪
を
嘆
く
程
だ
っ

た
。
な
お
こ
の
性
能
試
験
の
実
況
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
に
よ
り
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
。 

 

⑦  

城
北
小
の
転
用 

文
部
省
に
申
請
中
〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
２
月
27
日
〕 

高
田
市
議
会
二
月
定
例
会
全
員
協
議
会
は
二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
ひ
ら
き
、
合
併
、
教
育
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
教
育
問
題
に
つ
い
て
横
尾
議
員
の
質
問
に
池
野
教
育
長
は
「
大
町
、
春
日
両
中
学
を
統
合
し

城
北
小
学
校
を
中
学
校
に
転
用
で
き
る
よ
う
文
部
省
に
陳
情
し
申
請
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
転
用
が
実
現
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し
た
の
ち
全
市
的
な
学
校
統
合
を
研
究
す
る
。
」
と
答
え
た
。 

 

⑧  
学
校
給
食
は
34
％ 

要
望
さ
れ
る
山
間
部
の
実
施 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
２
月
27
日
〕 

上
越
四
市
三
郡
の
小
学
校
二
五
七
校
の
う
ち
給
食
を
実
施
し
て
い
る
の
は
三
四
・
六
％
の
八
九
校
し
か
な

く
食
生
活
改
善
の
た
め
学
校
給
食
の
最
も
必
要
な
山
間
部
の
実
施
校
が
一
五
％
と
い
う
実
態
が
教
育
庁
上

越
出
張
所
の
調
べ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
郡
市
別
の
実
施
状
況
は
次
の
通
り
（
単
位
は
％
） 

△
高
田
市
七
一
・
四 

△
直
江
津
市
五
五 

△
中
頸
城
郡
四
三
・
一 

△
新
井
市
四
〇
・
九 

△
糸
魚
川
市
二
七
・
六 

△
西
頸
城
郡
一
三
・
九 

△
東
頸
城
郡
一
〇 

で
山
間
部
の
多
い
西
頸
、
東
頸
の
実
施
校
が
少
な
い
の
は
児
童
の
栄
養
改
善
の
面
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い

傾
向
な
の
で
父
兄
の
協
力
と
理
解
に
よ
っ
て
早
急
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。 

 

⑨  

上
越
初
の
自
動
局 

直
江
津
電
報
電
話
局
完
成 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
５
月
29
日
〕 

工
費
一
億
円
で
直
江
津
市
御
幸
町
に
建
設
を
い
そ
い
で
い
た
直
江
津
電
報
電
話
局
の
新
局
舎
が
完
成
、
十

八
日
午
前
零
時
か
ら
上
越
で
は
は
じ
め
て
の
自
動
式
電
話
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
局
舎
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
三
階
建
延
べ
五
百
三
十
八
坪
、
一
階
が
電
信
電
話
の
事
務
室
、
電
池
室
、
二
階
が
機
械
、
電
話
搬

送
室
、
三
階
が
事
務
、
交
換
、
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
の
遠
隔
操
縦
室
と
な
っ
て
い
る
。
自
動
電
話
へ
の
切
替

え
式
は
井
田
信
越
電
気
局
長
、
三
国
直
江
津
局
長
ら
関
係
者
百
三
十
人
が
あ
つ
ま
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
十

七
日
午
後
十
一
時
五
十
五
分
ベ
ル
を
合
図
に
切
替
え
工
事
の
技
術
者
約
六
十
人
、
電
話
交
換
手
二
十
五
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
つ
き
、
同
五
十
九
分
井
田
局
長
が
合
図
の
ベ
ル
を
押
す
と
同
時
に
一
斉
に
切
替
え

作
業
に
入
り
、
十
八
日
午
前
零
時
五
分
か
ら
自
動
電
話
の
接
続
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
局
の
交
換

手
は
い
ま
ま
で
の
六
十
人
か
ら
四
十
七
人
に
減
っ
た
が
、
同
局
で
は
人
員
整
理
を
お
こ
な
わ
ず
、
局
内
の
配

置
転
換
で
操
作
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
市
内
の
電
話
は
い
ま
ま
で
の
番
号
に
二
千
番
を
加
え
た

番
号
と
な
る
。
ま
た
旧
電
話
機
は
十
九
日
か
ら
約
一
週
間
く
ら
い
の
間
に
撤
去
さ
れ
る
。 

 

⑩  

も
う
水
は
大
丈
夫 

水
路
落
盤 

復
旧
終
る 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
６
月
12
日
〕 

去
る
四
月
十
四
日
発
生
し
た
中
頸
城
郡
板
倉
村
【
※
昭
和

33
年
８
月
１
日
か
ら
町
制
施
行
】
板
倉
発
電
所

用
水
路
の
落
盤
事
故
で
同
用
水
路
か
ら
か
ん
が
い
用
水
を
ひ
い
て
い
る
上
江
、
中
江
両
用
水
関
係
の
板
倉
、

高
士
、
清
里
、
三
和
、
直
江
津
有
田
地
区
の
関
係
水
田
約
五
千
町
歩
は
水
不
足
と
干
ば
つ
に
悩
ま
さ
れ
、
辛

じ
て
去
る
三
日
夜
か
ら
四
日
に
か
け
て
降
っ
た
雨
で
田
植
を
す
る
と
い
っ
た
騒
ぎ
で
あ
っ
た
が
、
東
北
電
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力
で
は
こ
の
落
盤
箇
所
の
復
旧
作
業
に
突
貫
工
事
を
進
め
た
結
果
、
十
三
日
約
二
ヵ
月
ぶ
り
で
よ
う
や
く

完
成
、
き
ょ
う
十
四
日
午
前
九
時
か
ら
通
水
式
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
水
不
足
で
悩
ん
で
い
た
農

民
は
や
っ
と
ホ
ッ
と
し
た
面
持
で
あ
る
。 

 

⑪  

め
だ
つ
自
動
車
の
増
加 

高
田
市
役
所
前
は
28
年
の
３
倍 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
６
月
26
日
〕 

高
田
土
木
出
張
所
は
去
る
十
日
か
ら
三
日
間
管
内
二
十
一
ヵ
所
で
お
こ
な
っ
た
「
全
国
交
通
情
勢
調
査
」
を

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
全
体
的
に
は
自
動
車
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と
も
交
通

量
の
激
し
か
っ
た
高
田
市
役
所
前
は
五
年
前
（
二
十
八
年
）
の
調
査
の
約
三
倍
、
ま
た
終
戦
後
の
二
十
一
年

に
く
ら
べ
二
十
八
倍
と
い
う
激
増
ぶ
り
を
み
せ
て
い
た
。
調
査
し
た
の
は
朝
七
時
か
ら
夜
七
時
ま
で
の
十

二
時
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
管
内
で
は
も
っ
と
も
歩
行
者
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
は
高
田
駅
前
通
り
（
調
査
場

所
＝
い
づ
も
屋
百
貨
店
横
）
で
一
日
一
万
三
千
二
百
八
十
六
人
（
数
字
は
三
日
間
の
平
均
、
以
下
同
じ
）
で

五
年
前
に
く
ら
べ
三
割
近
い
ふ
え
方
を
み
せ
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
朝
八
時
か
ら
九
時
ま
で
と
午
後
四

時
か
ら
五
時
ま
で
の
一
時
間
に
そ
れ
ぞ
れ
二
千
人
前
後
の
人
が
通
行
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
市
役
所
前
の

国
道
十
八
号
線
は
歩
行
者
の
ば
あ
い
二
十
八
年
の
一
・
五
割
増
で
一
万
二
千
百
九
十
三
人
を
か
ぞ
え
た
が
、

と
く
に
い
ち
じ
る
し
い
の
は
自
転
車
が
歩
行
者
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の
び
た
こ
と
で
、
二
十
一
年
の
六
倍
、

二
十
八
年
の
二
倍
近
い
一
万
一
千
五
百
六
十
二
台
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
三
・
八
秒
に
一
台
が
通
過
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
同
地
点
で
原
動
機
付
自
転
車
は
九
百
七
十
六
台
、
オ
ー
ト
バ
イ
は
七
百
九
十
七
台
と
記

録
さ
れ
た
。
ま
た
自
動
車
で
は
バ
ス
の
四
百
五
台
を
含
め
た
乗
用
車
が
八
百
五
台
を
占
め
、
ト
ラ
ッ
ク
は
一

千
百
二
十
九
台
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ト
バ
イ
と
特
殊
車
、
自
衛
隊
の
車
を
含
め
る
と
全
部
で
二
千
八
百
十
四
台

に
な
り
、
十
五
秒
お
き
に
車
が
走
っ
て
い
る
計
算
だ
。 

 

⑫  

ミ
コ
シ
渡
御
や
花
火
大
会 

直
江
津
の
ぎ
お
ん
ま
つ
り
行
事 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
７
月
３
日
〕 

十
四
日
夜
か
ら
三
日
間
、
上
越
最
大
の
夏
ま
つ
り
と
し
て
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
る
直
江
津
市
伝
統
の
ぎ
お

ん
ま
つ
り
は
も
う
す
ぐ
だ
。
こ
と
し
は
長
ら
く
懸
案
の
直
江
津
港
分
流
工
事
着
工
の
年
と
あ
っ
て
港
ま
つ

り
と
一
本
化
し
全
市
を
あ
げ
て
景
気
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た
め
柳
沢
市
長
を
委
員
長
に
行
事
委

員
会
を
つ
く
り
構
想
を
ね
り
、
三
日
午
後
か
ら
の
委
員
会
で
全
プ
ラ
ン
が
本
決
ま
り
し
た
。
荒
川
で
の
ミ
コ

シ
の
川
渡
御
が
行
わ
れ
る
十
四
日
夜
は
仕
掛
や
大
玉
打
上
げ
三
百
五
十
組
の
花
火
大
会
で
夜
空
を
色
ど
る

一
方
、
川
面
に
は
青
年
団
が
奉
仕
す
る
一
千
個
の
と
う
ろ
う
流
し
、
中
央
商
店
会
の
タ
イ
マ
ツ
流
し
が
あ
る

ほ
か
、
港
内
に
停
泊
す
る
漁
船
団
も
協
賛
し
万
灯
を
飾
っ
た
約
十
隻
の
ミ
コ
シ
迎
船
に
参
加
し
満
艦
飾
で

出
動
す
る
。
十
五
、
十
六
両
日
は
ミ
コ
シ
の
町
内
渡
御
に
合
わ
せ
て
各
町
内
の
山
車
コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ
か
、

専
門
店
会
主
人
連
で
仮
装
の
清
水
港
二
十
八
人
衆
次
郎
長
道
中
で
人
気
を
あ
お
る
計
画
。
こ
の
宣
伝
に
ポ
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ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
大
量
に
つ
く
っ
て
県
内
を
は
じ
め
長
野
県
方
面
に
も
配
布
し
観
光
客
誘
致
に

馬
力
を
か
け
直
江
津
港
へ
の
認
識
を
深
め
る
方
針
で
、
街
は
早
く
も
ボ
ン
ボ
リ
や
提
灯
、
広
告
灯
な
ど
、
ま

つ
り
準
備
に
活
気
づ
い
て
い
る
。 

 

⑬  

祇
園
祭
〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
７
月
10
日
〕 

高
田
市
恒
例
の
祇
園
祭
は
、
七
日
か
ら
幕
を
開
け
た
が
、
表
祇
園
の
七
日
は
小
雨
に
見
舞
わ
れ
、
各
町
内
の

屋
台
の
数
も
少
な
か
っ
た
が
、
青
年
会
の
有
志
は
雨
に
も
負
け
ず
祇
園
ば
や
し
も
景
気
よ
く
目
抜
き
通
り

を
練
り
歩
い
た
。 

 

⑭  

花
火
や
民
謡
踊
り 

高
田
ま
つ
り
六
日
か
ら
開
幕 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
８
月
７
日
〕 

商
店
街
の
夏
枯
れ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
広
告
行
列
か
ら
七
夕
飾
り
に
衣
が
え
し
た
〝
高
田
ま
つ
り
〟
は
六

日
か
ら
十
日
ま
で
に
ぎ
や
か
に
繰
り
ひ
ろ
げ
た
。
行
事
は
花
火
や
民
謡
踊
り
の
街
頭
流
し
な
ど
で
商
店
連

盟
は
期
間
中
の
〝
中
元
売
出
し
〟
で
八
千
万
円
の
売
上
げ
を
狙
っ
て
い
る
。
今
年
か
ら
街
を
い
ろ
ど
っ
た

七
夕
飾
り
は
約
五
百
本
で
こ
の
費
用
は
ざ
っ
と
三
百
万
円
、
六
日
の
広
告
行
列
は
十
五
台
が
参
加
、
高
田
駅

前
か
ら
旧
市
内
、
稲
田
と
練
り
歩
い
た
。
ま
た
七
日
に
は
民
謡
団
体
協
議
会
の
会
員
百
五
十
人
が
市
内
を
踊

り
流
し
、
市
商
工
課
で
は
〝
高
田
の
四
季
〟
と
し
て
十
六
㍉
に
天
然
色
で
撮
影
し
た
。
八
日
夜
の
花
火
大
会

は
ス
タ
ー
マ
イ
ン
仕
掛
、
打
揚
げ
な
ど
百
五
十
余
発
が
夜
八
時
か
ら
打
揚
げ
ら
れ
、
九
日
に
は
婦
人
や
青
年

の
民
謡
流
し
が
約
三
百
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。 

 

⑮  

川
澄
市
長
も
招
待 

清
水
・
高
田
の
中
学
生
交
歓
十
回
迎
う 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
８
月
７
日
〕 

清
水
市
の
お
友
だ
ち
と
交
歓
す
る
高
田
市
の
中
学
生
一
行
百
五
人
は
、
三
日
夜
九
時
五
十
分
発
上
野
行
列

車
で
高
田
駅
を
出
発
し
た
。
両
市
の
交
歓
会
は
こ
と
し
で
十
回
目
（
五
年
目
）
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
し

て
清
水
市
で
記
念
式
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
川
澄
市
長
、
池
野
教
育
長
ら
多
数
が
特
別
招
待
さ
れ
た
。
一
行

は
七
十
人
の
生
徒
と
二
十
六
人
の
付
添
い
教
師
と
招
待
者
合
わ
せ
て
い
ま
ま
で
に
な
く
大
勢
で
、
同
夜
八

時
三
十
分
高
田
駅
で
壮
行
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
行
は
東
京
経
由
で
四
日
午
後
一
時
二
十
分
清
水
市
に

つ
き
、
歓
迎
式
場
の
公
会
堂
ま
で
市
中
行
進
す
る
。
五
、
六
日
は
家
庭
交
歓
会
、
学
校
交
歓
会
、
工
場
・
観

光
地
な
ど
を
見
学
し
、
七
日
午
後
零
時
八
分
清
水
市
を
出
発
、
中
央
線
経
由
で
帰
高
の
予
定
。 

 

⑯  

堤
防
十
四
ヵ
所
決
壊 

台
風
二
十
一
号 

高
田
地
方
の
被
害 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
９
月
18
日
〕 
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台
風
二
十
一
号
の
影
響
で
高
田
地
方
に
降
っ
た
雨
は
十
七
日
正
午
現
在
一
四
二
㍉
と
な
り
各
地
に
被
害
が

出
た
。
二
時
現
在
高
田
土
木
出
張
所
で
ま
と
め
た
被
害
状
況 

左
の
通
り 

△
関
川 

堤
防
決
壊
、
新
井
市
美
守
百
十
㍍
、
高
田
市
藤
巻
二
十
㍍
、
木
田
三
十
㍍
、
中
頸
板
倉
町
二
ヵ
所

六
十
㍍ 

△
矢
代
川 
堤
防
決
壊
、
高
田
市
西
田
中
五
十
五
㍍ 

△
別
所
川 

堤
防
決
壊
、
中
頸
清
里
村
二
ヵ
所
八
十
五
㍍
、
中
頸
板
倉
町
四
ヵ
所
百
五
十
五
㍍ 

△
櫛
池
川 

堤
防
決
壊
、
中
頸
清
里
村
二
十
㍍
、
高
士
村
三
十
㍍
、
護
岸
決
壊
、
清
里
村
二
十
㍍ 

△
桑
取
川 

護
岸
決
壊
、
直
江
津
市
大
淵
八
十
㍍
、
同
増
沢
百
㍍ 

△
橋
の
流
失 

桑
取
川
、
西
横
山
橋
、
下
小
池
橋
、
向
山
橋 

△
工
事
中
の
橋
の
流
失 

五 

△
橋
脚
流
失 

五 

△
家
屋
の
流
失 

中
頸
妙
高
村
土
路 

農
協
職
員
□
□
□
□
さ
ん
（
四
二
）
平
屋
建
住
宅
十
五
坪
、
損
害
三

十
万
円 

△
増
水
危
険
の
た
め
休
校
し
た
も
の 

直
江
津
市
桑
取
小
・
中
学
校 

△
早
退
し
た
も
の 

新
井
市
斐
太
北
小
、
高
田
市
黒
田
小 

△
登
校
不
能
で
欠
席
児
童
を
出
し
た
と
こ
ろ 

直
江
津
市
高
住
小
、
谷
浜
中 

 

⑰  

快
晴
の
謙
信
公
祭
〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
９
月
18
日
〕 

第
三
十
三
回
謙
信
公
ま
つ
り
が
十
三
日
高
田
市
春
日
山
神
社
で
行
わ
れ
、
午
前
十
時
か
ら
礼
殿
で
式
典
を

挙
行
、
小
川
宮
司
の
ノ
リ
ト
、
川
澄
市
長
・
大
島
議
長
の
玉
グ
シ
奉
て
ん
、
庭
清
の
舞
、
斎
藤
前
県
教
育
委

員
の
謙
信
公
を
し
の
ぶ
記
念
講
演
な
ど
が
あ
っ
た
の
ち
、
同
十
一
時
半
か
ら
境
内
で
剣
、
柔
、
弓
道
、
相
撲

の
四
競
技
上
越
大
会
を
行
い
、
高
校
、
中
学
生
を
ま
じ
え
た
二
百
余
人
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
謙

信
公
ま
つ
り
は
雨
か
風
の
ジ
ン
ク
ス
を
破
る
珍
し
い
快
晴
に
恵
ま
れ
、
人
出
も
午
後
か
ら
グ
ン
と
ふ
え
、
三

十
余
軒
の
露
店
が
並
ん
だ
境
内
は
身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど
、
さ
ら
に
夜
六
時
か
ら
約
二
時
間
春
日
山
頂
か

ら
境
内
に
か
け
、
二
十
の
カ
ガ
リ
火
が
た
か
れ
、
参
詣
者
は
約
三
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。 

 

⑱  

十
月
か
ら
メ
ー
ト
ル
法
実
施 

高
田
・
直
江
津
の
販
売
業
者 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
９
月
18
日
〕 

高
田
市
役
所
を
は
じ
め
市
内
の
各
物
品
販
売
業
者
は
、
十
月
一
日
か
ら
そ
ろ
っ
て
メ
ー
ト
ル
法
を
実
施
す

る
。
こ
れ
は
県
計
量
検
定
協
会
主
催
に
よ
り
九
日
高
田
商
工
会
議
所
で
、
同
検
定
協
会
上
越
支
部
や
市
、
商

工
会
議
所
、
市
内
の
各
業
種
組
合
代
表
ら
三
十
人
が
集
ま
っ
て
ひ
ら
か
れ
た
打
合
会
で
き
ま
っ
た
。
新
潟
、

長
岡
で
も
す
で
に
十
月
一
日
実
施
を
き
め
て
お
り
、
県
計
量
検
定
協
会
で
は
、
県
下
の
歩
調
を
あ
わ
せ
る
た
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め
各
地
で
話
合
い
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
業
種
組
合
は
酒
類
販
売
、
菓
子
、
食
肉
、
衣

料
、
薬
業
、
金
物
、
茶
業
、
ミ
ソ
、
米
穀
、
デ
パ
ー
ト
の
ほ
か
ス
キ
ー
製
造
な
ど
十
一
業
種
で
、
各
組
合
と

も
十
月
一
日
実
施
に
賛
成
し
た
。
す
で
に
ス
キ
ー
メ
ー
カ
ー
は
さ
る
三
月
か
ら
メ
ー
ト
ル
法
を
採
用
し
て

お
り
、
米
穀
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
も
実
施
、
ま
た
菓
子
、
金
物
、
茶
業
な
ど
は
今
月
一
日
か
ら
メ
ー
ト
ル
法
に

切
り
か
え
て
い
る
。
な
お
高
田
市
や
商
工
会
議
所
で
は
〝
十
月
一
日
〟
実
施
を
市
民
に
広
く
知
ら
せ
る
た

め
、
各
戸
に
回
覧
板
を
回
す
ほ
か
市
内
や
商
店
の
店
頭
に
ポ
ス
タ
ー
を
は
っ
て
宣
伝
に
努
め
る
。
直
江
津
市

商
工
課
は
メ
ー
ト
ル
法
施
行
に
備
え
て
九
日
、
商
工
会
議
所
、
業
者
代
表
な
ど
と
打
合
せ
を
行
っ
た
結
果
、

二
十
日
ま
で
に
実
施
推
進
委
員
会
を
結
成
、
県
の
施
行
日
で
あ
る
十
月
一
日
か
ら
い
っ
せ
い
に
全
商
品
の

表
示
を
切
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
施
推
進
委
員
会
に
は
各
業
種
ご
と
に
代
表
一
、
二
人
の
参
加
を
求

め
、
現
行
表
示
と
の
換
算
表
の
作
成
、
そ
の
他
啓
発
宣
伝
を
お
こ
な
う
。 

 

⑲  

12
月
か
ら
テ
レ
ビ
放
送 

弥
彦
山
の
中
継
塔
建
設
進
む 

〔
週
刊
文
化 

昭
和
33
年
10
月
16
日
〕 

待
望
の
テ
レ
ビ
が
新
潟
県
で
も
十
一
月
二
十
日
か
ら
試
験
電
波
が
発
射
さ
れ
、
い
よ
〱
各
家
庭
で
見
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
潟
県
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
ラ
ジ
オ
新
潟
Ｔ
Ｖ
の
二
局
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
方
が
一
足
さ
き
に
十

一
月
二
十
日
に
、
ラ
ジ
オ
新
潟
は
十
二
月
上
旬
の
予
定
で
そ
れ
ぞ
れ
試
験
電
波
を
出
す
も
の
。
そ
し
て
本
放

送
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
十
二
月
一
日
か
ら
、
ラ
ジ
オ
新
潟
が
十
二
月
廿
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
県
下
各
都
市

で
は
ラ
ジ
オ
業
者
や
テ
レ
ビ
専
門
業
者
が
販
売
合
戦
に
猛
烈
な
し
の
ぎ
を
け
ず
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
Ｔ
Ｖ
は
来
月
20
日
試
験
電
波 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
で
は
、
テ
レ
ビ
開
局
工
事
を
急
い

で
い
る
が
、
こ
の
十
六
日
弥
彦
山
放
送
所
に
放
送
機
を
据
え
つ
け
、
十
二
月
一
日
、
本
放
送
の
運
び
と
な
っ

た
。
全
国
で
十
八
番
目
の
開
局
で
あ
る
。
い
ま
弥
彦
山
頂
に
建
設
中
の
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
は
高
さ
四
十
三
㍍

で
、
東
京
都
芝
の
マ
ン
モ
ス
テ
レ
ビ
塔
の
約
二
倍
、
出
力
も
五
㌗
。
も
っ
と
も
当
分
は
東
京
か
ら
の
中
継
専

門
で
、
新
潟
で
は
天
気
図
、
パ
タ
ー
ン
、
簡
単
な
写
真
を
入
れ
る
だ
け
。
ロ
ー
カ
ル
味
豊
か
な
テ
レ
ビ
放
送

は
、
ま
だ
先
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。
し
か
し
、
プ
ロ
野
球
や
相
撲
が
居
な
が
ら
に
観
戦
出
来
る
の
は
魅
力
で
、

現
在
百
二
十
八
台
し
か
登
録
さ
れ
て
い
な
い
受
像
器
も
放
送
の
始
ま
る
十
二
月
に
は
三
千
台
、
来
年
三
月

ま
で
に
一
万
台
に
ふ
え
る
だ
ろ
う
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
み
て
い
る
が
、
豊
作
景
気
が
フ
イ
に
な
っ
た
の
で
、
な
か

〱
見
通
し
を
つ
け
難
い
と
い
う
。
な
お
、
新
潟
放
送
局
で
は
、
十
二
月
四
日
長
岡
市
で
開
局
記
念
前
夜
祭
を

行
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
を
招
く
ほ
か
、
同
五
、
六
、
七
日
の
三
日
間
、
新
潟
市
で
多
彩
な
記
念
行
事
を
計

画
し
て
い
る
。 

信
越
放
送
は
十
一
月
上
旬 

信
越
放
送
テ
レ
ビ
（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
は
十
一
月
上
旬
か
ら
放
送
を
開
始
す
る
。
発

信
所
は
標
高
二
、
〇
三
四
米
の
松
本
市
美
ヶ
原
に
架
設
、
出
力
は
映
像
一
ｋ
ｗ
、
音
声
五
〇
〇
ｗ
、
ア
ン
テ

ナ
は
十
二
段
ス
ー
パ
ー
タ
ン
ス
タ
イ
ル
で
高
さ
五
〇
米
の
鉄
塔
で
あ
る
。
東
京
よ
り
長
野
演
奏
所
ま
で

電
々
公
社
の
マ
イ
ク
ロ
で
う
け
、
演
奏
所
と
送
信
所
は
自
社
の
マ
イ
ク
ロ
で
結
ぶ
。
放
送
区
域
は
長
野
県
全
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域
と
新
潟
、
山
梨
の
一
部
。 

十
五
日
開
局
の
富
山
テ
レ
ビ 

ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
富
山
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
局
は
十
月
十
五
日
開
局
。
本
放

送
を
開
始
し
た
。（
設
置
場
所
＝
富
山
県
婦
負
郡
呉
服
町
小
竹
）
チ
ャ
ン
ネ
ル
第
三
、
そ
し
て
開
局
を
記
念

し
て
十
五
日
富
山
市
公
会
堂
で
式
典
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
同
時
放
送
に
よ
り
十
七
日
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

四
十
五
分
間
に
わ
た
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
気
番
組
、
花
の
星
座
、
歌
の
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク
な
ど
が
放
送
さ
れ
る

が
、
す
で
に
糸
魚
川
市
を
中
心
に
西
頸
城
地
方
は
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
て
い
る
。 

ラ
ジ
オ
新
潟
放
送
は
十
二
月
二
十
五
日
の
予
定 

一
方
ラ
ジ
オ
新
潟
Ｔ
Ｖ
は
新
潟
本
社
の
ス
タ
ジ
オ

建
設
が
完
成
し
、
目
下
弥
彦
山
中
継
塔
建
設
に
昼
夜
兼
行
工
事
を
急
い
で
い
る
の
で
、
十
二
月
上
旬
に
は
試

験
電
波
の
発
射
を
予
定
し
て
い
る
。
（
十
二
月
廿
五
日
本
放
送
開
始
）
同
テ
レ
ビ
の
出
力
は
映
像
五
ｋ
ｗ
、

音
声
二
・
五
ｋ
ｗ
で
あ
る
。
ま
た
テ
レ
ビ
は
当
分
は
中
継
放
送
を
行
い
、
漸
次
ロ
ー
カ
ル
放
送
に
主
力
を
注

ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
中
継
経
路
は
東
京
（
ラ
ジ
オ
東
京
が
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
）
電
々
公
社
の
マ
イ
ク
ロ
・

ウ
エ
ー
ブ
を
使
い
、
長
野
を
経
由
し
て
新
潟
電
々
公
社
に
入
り
、
同
社
か
ら
有
線
で
放
送
局
に
送
ら
れ
、
同

局
か
ら
弥
彦
山
頂
の
テ
レ
ビ
塔
に
（
六
三
八
米
）
映
像
を
送
り
、
電
波
に
の
せ
る
仕
組
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
は
県
内
の
大
部
分
と
福
島
、
山
形
、
富
山
、
長
野
の
一
部
な
ど
世
帯
数
四
十
三
万
戸
に
達
す
る
わ
け

で
あ
る
。 

 

⑳  

直
江
津
港 

五
年
計
画
で
改
修
に
着
手 〔

週
刊
文
化 
昭
和
33
年
10
月
23
日
〕 

直
江
津
港
改
修
計
画
は
、
予
算
や
用
地
買
収
な
ど
で
難
航
を
続
け
て
い
た
が
、
補
償
問
題
も
漸
く
メ
ド
が
つ

き
、
今
年
か
ら
国
の
港
湾
計
画
に
の
り
、
総
工
費
二
十
四
億
五
千
万
円
で
着
工
す
る
こ
と
と
な
り
、
十
一
月

二
日
建
設
省
港
湾
局
長
、
北
村
知
事
を
迎
え
て
起
工
式
が
行
わ
れ
る
。
直
江
津
港
は
関
川
の
河
口
に
あ
た
る

の
で
、
流
さ
れ
た
土
砂
が
航
路
や
船
だ
ま
り
を
埋
め
て
し
ま
い
、
冬
の
間
ま
っ
た
く
入
港
出
来
な
い
ば
か
り

か
、
石
炭
、
塩
な
ど
を
積
ん
で
く
る
二
、
三
千
㌧
級
の
貨
物
船
が
み
ん
な
港
外
に
停
泊
し
、
沖
荷
役
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
ん
ど
の
工
事
で
関
川
河
口
を
分
流
し
、
港
内
の
土
砂
を
海
に
流

し
、
一
万
㌧
級
の
船
を
直
接
岸
に
つ
け
る
よ
う
に
し
、
年
間
の
貨
物
扱
い
を
六
十
万
㌧
に
ふ
や
そ
う
と
い
う

も
の
。
ま
ず
今
年
は
事
業
費
五
千
五
百
万
円
の
う
ち
、
工
事
費
二
千
五
百
万
円
で
防
波
堤
と
導
流
堤
の
一
部

を
そ
れ
ぞ
れ
の
ば
す
ほ
か
、
航
路
を
掘
る
。
ま
た
設
計
が
え
し
た
新
し
い
工
事
計
画
に
よ
る
と
、
い
ま
の
航

路
五
万
坪
を
埋
め
、
導
流
堤
を
と
り
は
ら
っ
た
あ
と
へ
新
し
い
航
路
を
つ
く
る
。
さ
ら
に
航
路
を
埋
め
た
場

所
を
守
る
た
め
、
い
ま
の
防
波
堤
か
ら
さ
ら
に
四
百
米
の
堤
を
築
く
も
の
。
完
成
後
の
五
年
後
に
は
裏
日
本

で
も
有
数
の
港
と
な
り
、
本
県
産
業
界
に
大
き
な
発
展
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。 


